
  

 

ジフェニルアルシン酸等の健康リスク評価に関わ

ワーキンググループについて 
 

１．設置の趣旨 

 茨城県神栖市におけるジフェニルアルシン酸（以下、「DPAA」という）に

について、臨床症状、汚染メカニズム解明調査、DPAA による健康影響等に

究、ラット等を用いた動物実験等の成果を踏まえてリスク評価を実施し、

について取りまとめる。 

 

２．検討事項 

○茨城県神栖市における有機ヒ素化合物による健康影響について 

○ジフェニルアルシン酸の性状 

○ジフェニルアルシン酸の毒性（動物実験を元に） 

○ジフェニルアルシン酸による中毒症状 

・臨床所見 

・診断 

・治療 

・生体試料 

○ジフェニルアルシン酸の健康リスク評価 

  ・住民のばく露量推計（地下水シミュレーションを用いて） 

  ・ばく露量と健康影響の比較 

   

３．構成 

別紙参照 

※必要に応じて、オブザーバーを参加させることができるものとする。

 

４．スケジュール（予定） 

第１回 平成１９年８月下旬  

第２回     １０月 

第３回     １２月 

第 4回 平成２０年２月 

※１回あたり２時間、つくば市での開催を予定 

 

５．その他 

ワーキンググループにおいて検討、とりまとめを実施し、その成果を臨

する。事務手続きについては外部に委託 
資料２
る 

よる健康影響等

ついての調査研

DPAA の健康影響

 

床検討会に報告
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